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ME1207の 臨床的検討

小 山 優

東京共済病院内科*

新規なエステル型経 ロセフェム剤であるME1207に ついて,内 科領域の感染症 に対する臨床

効果および安全性 に関 し検討 を行ったので報告す る。22例 の呼吸器 ・尿路感染症 に投与 し,感

染症状不明確の1例 を除 く21例 について有効性 を検討 した ところ,急 性扁桃炎,慢 性気管支

炎,気 管支拡張症の二次感染の各1例 および緑膿菌による腎孟腎炎2例 を除 く16例 に有効以上

の結果が得 られた。細菌学的には9株 中7株 が消失 し,Pseudomonas aeruginosa 2株 が存続 し

た。副作用は,発 疹 ・下痢が各1例 に認め られ,本 剤投与後にGOT・GPTの 軽度上昇が1例

に認められた。
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ME1207は,エ ステル型経 ロセフェム剤で服用後腸

管壁の非特異的エステラーゼによ り加水分解 を受け,

活 性体 とな るプ ロ ドラ ッグであ る。活性体 は,Sta-

phylococcus aureus, Staphylococcus epidermidis など

の グラム陽性菌から, Haemophilus influenzae などの

グラム陰性菌まで幅広い抗菌スペ クトルを有す るめ。

我々は,22例 の 中等症以下の各種感染症に対 し本剤

を使用 したのでその成績について報告する。

検討症例は,Table1に 示すご とく呼吸器感染症18

例,尿 路感染症4例 である。投与方法は,1回100～300

mgを1日3回 食後経 口投与 し,投 与期 間は3～14日

間 であった。総投与量は,0.9～11.3gで あ った。

臨床効果判定は,自 他覚所見 ・白血球数 ・CRP・ 赤

沈などの検査所見の改善度および起炎菌の明 らかな症

例は菌の消長を指標 として,著 効 ・有効 ・やや有効 ・

無効の4段 階にわけて判定 した。

疾患別に臨床効果 をみると,急 性咽頭炎では著効1

例,急 性扁桃炎3例 は著効 ・有効 ・やや有効各1例 で,

や や有効例は 自他覚症状の改善 が得 られたがWBC,

CRP,ESRな どの改善が得 られなかった。急性気管支

炎9例 では本剤投与前の感染症状か不明確 であった1

例 を除 く8例 か薬効評価対象であり,全 例 に有効であ

った。慢性気管 支炎3例 では2例 有効であったが,1例

は転院のため8日 間投与 となったが,こ の時点で臨床

効果 を判定す ると臨床症状の改善はわずかにみ られた

が,検 査成績に改善はな く無効 と判定 した。気管支拡

張症の二次感染例では1例 有効,1例 は解熱,CRPの

改善は見 られたが咳徽,喀 疾の 自覚症状が残 り判定 日

以降に他剤 を必要 とした為やや有効 とした。

呼吸器感染症におけ る細菌学的効果は,Hinfluen-

zae 2例,Staphylococcus sp.1例,Enterococcus sp.1

例,Klebsiella ozaenae 1例 が検出され,い ずれも消失

した。

尿路感染症は,急 性膀胱炎,腎 孟腎炎各2例 を検討

した。急性膀胱炎は,著 効 ・有効各1例,細 菌学的に

はEscherichia coli 1例 が消失 した。腎孟腎炎は,2例

とも緑膿菌感染症(1例 はEnterobacter ctoacaeと の

混合感染)で あり尿所見の改善は認められず,菌 消失

もみ られなかったため無効 とした。

以上 をまとめ ると呼吸器感染症17例 に対 し,急性疾

患12例 中11例 有効,慢 性疾患5例 中3例 有効であっ

た。尿路感染症は,緑 膿菌感染症には効果がなかった

ものの他の2例 については有効であった。細菌学的効

果は,6例 に起炎菌が検出され(緑 膿菌検出例の2例 除

く)全 て消失 した。

本剤に よる副作用は発疹,下 痢の各1例 を認めた。

いずれ も1回300mg投 与 の症例であ り,各 々投与中

止 ・減量により速やかに消失 した。本剤投与前後の臨

床検査値の変動をTable2に 示 した。症例17にGOT

・GPTの 軽 度上昇が認め られたのみで特に明らかな

異常は認め られなかった。

今回の22例 の症例に対するME1207の 疾 患別臨床

効果は上気道炎の4例 に対 し2例 が著効,1例 有効,や

や有効が1例 であった。 このやや有効例は急性扁桃炎

で本剤600mgの5日 間投与を行 ったが解熱 扁桃腫

大の改善が認め られてい るに もかかわ らずWBC,

CRPが5日 目の検査 で悪化 してお りこの時点ではや

や有効 とせ ざるを得なかった。本例はこの後同系薬剤
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Table L Clinical Summary of ME1207 treatment

ND: not done NF: normal flora
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Table 2. Laboratory findings before(B) and after(A) administration of ME1207

であるcefteram pivoxil(CFTM-PI)を 使 用 して検査

所 見の改善が得 られてお り,こ のことか らすると,本

剤の投与期間をもう少 し長 くしておけば有効以上にな

った可能性がある。 このようにこれら症例に対 しては

まず問題のない臨床効果 と考える。臨床効果判定を行

えた下気道感染症13例 の うち急性気管支炎の8例 は

全てに有効,慢 性気管支炎3例 に対 しては何 れ も約1

週間 という短い投薬期間にて効果判定を行 ったが,そ

れ も2例 に有効であ り,無効例は89歳 の脳梗塞を基礎

疾患に持つ症例 で(Case 16)8日 間600mg投 与 にて喀

疲性状が膿性疲か ら膿粘性疾になるも微熱が持続 し,

CRP,ESRな どの改善が得 られず,今 回の入院 目的が

脱水による補液であったため脱水の改善 をみて退院 と

な り,こ れ以降の経過観察は不可能 であった。

なお,喀 疲中か らの検出菌はSaureusで あ り本剤

のMICは 測定 していないが,基 礎のデー タか らもう

暫 く追加投与 してみたか った症例である。気管支拡張

症 の2例 に対 して900mg10日 間+600mg5日 間 と

十分量を投与 した1例 は有効,600mg5日 間の短期間

で効果判定 をせ ざるを得なか った1例 はやや有効 であ

り,扁 桃炎の症例 と同様にこの後CFTM-PIの 投与に

て症状は改善 されてお り,ゆ えに本剤の追加投与にて

有効 とな り得 た症例であろう。

尿路感染症の4例 に対 し2例 の急性膀胱炎は著効と

有効 と明瞭な効果を示 したが,脳 梗塞のため留置カテ

ーテルを使用 している2例 の腎孟腎炎に対しては起炎

菌が何れ もPseudomonas aeruginosaで あ り,本 剤の

Paeruginosaに 対 する感受性は低 く1),除 菌 される可

能性な く臨床的に無効であった。

細菌学 的効果 はグラム陽性菌 ではStaphylococcus

sp.,Enterococcus sp.,グ ラム陰性菌ではHinfluenzae,

K.ozaenae,E.coliに 有効 であ りこれは本剤がグラム

陽性菌か らグラム陰性菌 まで幅広い抗菌スペ クトルを

有す るとい う基礎のデータをきれいに反映 している結

果であると言える。

以上の臨床効果は呼吸器感染症17例 中有効以上が

14例,や や有効2例,無 効1例 であり,投 薬期間の延

長で効果判定 を有効 とし得た可能性のある2例 の事も

考えると本剤は中等度以内の呼吸器感染症に対し有効

な薬剤であると思われる。 また,尿 路感染症4例 に関

しては2例 のPaeruginosa感 染 の無効例はやむを得

ない として,単 純性の膀胱炎には全 く問題なく有効で
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あった。

以上の有効率は我々の経験 した同種エステル型経口

セフェム剤であるCFTM-PIの 呼 吸器感染症 に対す

る有効率86.7%に 近 い成績2)で あ り,尿 路感染症に関

しても対象症例の内容 を鑑みれば臨床的副作用,臨 床

検査値異常 も軽微な ものであ り,本 剤は中等度以内の

呼吸器,尿 路感染症に対 し有効 な薬剤であると言えよ

う。
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ME1207: A CLINICAL STUDY

Masaru Koyama

Department of Internal Medicine, Tokyo Kyosai Hospital,
2-3-8 Nakameguro, Meguro-ku, Tokyo 153, Japan

A clinical study of ME1207 was performed and the following results were obtained. ME1207 was

administered to 22 patients. The clinical efficacy, evaluated in 21 patients, was excellent or good in

16 cases, it was fair in one case of acute tonsillitis and another of chronic bronchiectecsis, but it was

poor in one case of chronic bronchitis and two cases of pseudomonas infections. Bacteriologically,

seven of nine strains were eradicated. As to side effects, eruption and diarrhea were observed in 2

cases. Slight elevation of GOT and GPT was observed in one case. These results suggest that ME1207

is a useful drug for the treatment of mild or moderate infections.


